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はじめに　
中古（平安時代）の文法の体系のもとでは、サ変動詞の使役・尊
敬の表現はサ変動詞の未然形に助動詞サスを下接した形で行われる。よって、 『源氏物語大成校異篇』本文（以下『大成』 ）をテキストとして『源氏物語』を読むとき、サ変動詞の使役・尊敬の表現は、次例
（1
（
と同様に「セサス（サ変動詞＋助動詞サス） 」の形で現れる。
　　
〇おぼしめしける事どもをせさせて〈浜松中納言物語〉
　　
〇例の車に装束せさせよ〈和泉式部日記〉
　
ところが、中世になると、これが、 「サ変動詞＋助動詞サス」の
二語から成る「セサス」ではなく 次例のように「サス」という一語によって行われるものが見られようになるとい （第一節で述べる） 。　　
〇何しに出家をさせけん〈宇治拾遺物語〉
　　
〇十人同体 装束させて〈沙石集
　
拾遺〉
　
そして、 『源氏物語』を、 『大成』ではなく 他の写本をテキスト
として読むとき、 サ変動詞の使役・尊敬 表現が、 二語から成る 「セサス」ではなく、 「サス」の一語で行われていると思われる箇所のあることに気付く。
　
本稿は、 『源氏物語』写本の、書写年代が古いものの一つである
天理大学附属天理図書館蔵伝津守国冬筆 『源氏物語』 （以下、 国冬本）に「サ変動詞ス＋助動詞サス」に相当する一語の「サス」なのではないかと思われる用例があることを報告し、それが使役・尊敬の意で用いられていると解釈できることについて述べるものである。併せて、国冬本以外の『源氏物語』の写本 も使役・尊敬の意の一語の「サス」ではないかと思われる用例があることを報告する。　
資料には、国冬本のうち、津守国冬筆とされる
12冊（第二節で述
べる）を使用する。用例は変体仮名の字母で示す。その際、現行の平仮名の字母に関しては、現行の平 形に近いか漢字字形に近いかを恣意的に区別 、平仮名に近い場合は平仮名で示し に近い場合は漢字で示す。改行箇所は／で示す。国冬本以外の写本や資料を用いる際にはそ 旨を断一．先行研究　
本稿が考察課題とする「サ変動詞スの未然形＋助動詞サス」に相
当する 「サス」 について、 先行研究では以下のように説 れて る。　
辞典類では、 「サス」は、次のように、サ行下二段活用の動詞と
（）
『言語の研究』四号
二〇一八年七月
国冬本『源氏物語』に見られる使役と尊敬のサス　　　　　
―サ変動詞ス＋助動詞サスに相当するサスについて―
竹
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美
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して立項されている。 『日本国語大辞典第二版』 （小学館）と『古語大辞典』 （小学館）には使役の「サス」の意味のみが記述され、 『古語大辞典』 （角川書店 と『時代別国語大辞典
　
室町時代篇』 （三省
堂）では使役と尊敬の意味のあることが記述される。ここでは意味記述のみを示す。　　
さ
 ・せる〔他サ下一〕文さ・す〔他サ下二〕 （サ変動詞の未然形「せ」に使役の助動詞「させる（さす） 」の付いた「せさせる（せさす） 」 意に用いた語）人に、ある動作をするようにしむける。
『日本国語大辞典
　
第二版』
　　
さ・す
　　
一
 〔他サ下二〕 （サ変動詞「す」の未然形「せ」に使役の助動詞「さす」のついた「せさす」の転）使役の意を表す。させる。
『古語大辞典（小学館） 』
　　
さ・す
　　
一
 動サ下二
　
サ変動詞に助動詞「さす」の接した「せさす」
の転。
　　　　
①使役の意。させる。
　　
②尊敬の意。なさる。
『古語大辞典（角川書店） 』
　　
さ・
 す（動下二）動詞「す」の未然形に助動詞「さす」の付いた「せさす」の転。未然形・連用形は「さし」とも。
　　　
①動詞「す」の使役形として用いられる。させる。
　　
②
 尊敬の助動詞「らる 「給ふ」などを伴って、動詞「
の尊敬語として用いられる。
『時代別国語大辞典
　
室町時代篇
　
三』
　
これらの辞典ではその用例として次のものが挙げられている
（2
（
。
　
使役の 「サス （サセル） 」 については、 宇津保物語・宇治拾遺物語・
御伽草子・日本大文典・日葡辞書・周易抄や史記抄などの用例が挙げられる。そのうちのいくつかを挙げる。用例中の傍線は本稿筆者による。　　
〇お前の朽木に生ひたる茸ども羹物にさせ、苦竹など調じて
〈宇津保物語〉
　　
〇
 物縫はせごとさすと聞くが、げにとく縫ひておこせたる女人かな」 〈宇治拾遺物語〉
　　
〇父はせいで子にさする程に、 まだ初めはあやふきぞ 〈周易抄〉
　　
〇
 城旦ト云ハ、有罪ノ者ノ殺マデハナイ者ニハ、城門ヲ旦ニアケタリナンドスル役ヲサスルゾ〈史記抄〉
　
尊敬の 「サス （サセル） 」 の用例としては、 宇津保物語・御伽草子・
史記抄・太平記などのものが挙げられている。用例をいくつか挙げる。　　
〇おほくのまうけ物をさせ給へば〈宇津保物語〉
　　
〇とても罪つくるならば、少しも徳のあるやうにはさせ給はで
〈御伽草子
　
三人法師〉
　　
〇
 韓子華ハ…大官人デワタルガ、スヽメモサシタマワヌハ、親嫌ヲ避テゾ〈史記抄〉
　
研究文献では「サス」について次のように述べられている。
　
此島（一九七三）は、古代語の使役表現が 変動詞 ＋助動詞
サス」ではなく「サス」で行われることもあるとし、曽我物語や論
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語抄に現れる用例を挙げる。また、中古の文献である枕草子などに見られる使役の「サス」の用例は、テキストに問題が として、その存在に疑義を唱える。こ 点、後に挙げる小久保（二〇〇九）と同様である。さらに、使役の意の「サス」の出現が尊敬の意の「サス」の出現に影響したとす 。　
岩井（一九七三）は、 「サス（岩井一九七三では「サスル」 ） 」は「動
詞「せ」に助動詞「さする」の付属した「せさする」の融合形
（3
（
」で
あるとし、 「サ変動詞ス＋助動詞サス」 から生じたも であ とする。また、鎌倉時代になって生じた「サス」は使役の意味 下二段活用の動詞であり、 「実質語的用法であ から」 助動詞ではないとする （岩井一九七一） 。 そして、 使役の 「サス」 は鎌倉時代には用例が少なく、室町時代に増加す いう。さらに、鎌倉時代の「 は使役意の用例のみであるが、室町時代には尊敬の意の「サス も出現するともいう。　
室町時代の使役の「サス」について、湯沢（一九五五）は「サス
（湯沢一九五五では「サスル」 ） 」は「用例がすこぶる多く 一字の漢字の下にもつくが、殊に二字の漢語の屬くもの 、たいていこれであると云つて いゝ」と述べ、史記抄などの抄物 用例を挙げている。湯沢（一九五五） この「サス（サスル） 」を助 の ル・サスルの項目の中で説いている 湯沢（一九五五）の索引 「サスル（使役助動） 」と「サスル（セサスル） 」 二つ 項目のあるとから、助動詞サスルとは異な 使役の意味 ル」があるととらえているものと推察される。 お、湯沢（一九五五）では尊敬の「サス」については触れられていな 。　
小久保（二〇〇九）は、 「サス」はサ変動詞ス＋助動詞サスが融
合して「中世に入って成立」した「動詞」であり、その「サス」には「使役動詞」と「尊敬語動詞 があるとする。そして、使役動詞の用例として宇津保物語や水鏡、発心集などのものを挙げ、尊敬語動詞 、 大鏡、 保元物語など ものを挙げる。尊敬語動詞の サス」は鎌倉期の用例があることを理由に、尊敬の意の「サス」は室町期に生じた した岩井（一九七三）に異を唱える。そして、使役動詞の「サス」は鎌倉時代初期に起こり、鎌倉時代中期から末期に尊敬 意 尊敬語動詞 サス」 が起こったとする。　
このように、先行研究からは、使役・尊敬の意の「サス」が、 「サ
変動詞スと助動詞サス」 から成った一単 である可能性の 、その一単語の「サス」は下二段活 の他動詞として扱われ いること、使役の意の「サス」と の意の「サス」があること、使役「サス」が先に生じ、尊敬の「サス」はこれに遅れて生ずることを知ることができる。　
辞書類では、 使役・尊敬 「サス」 の例として平安時代中期に成っ
たとされる宇津保物語 用例を挙げ もの（ 『日本国語大辞典第二版』 ・ 『古語大辞典（小学館） 』 ）がある。し し、小久保（ 〇〇三）は、現存する宇津保物語 近世 写本ばかりで り、その本文には「平安時代後期以降の 彙・語法が散見される」という 本文に問題があることは此島（一九七三）も指摘するところである。よって「サス」は平安時代の言語形式ではなく、諸氏の指摘するとおり中世の語彙語法であると のが適切だと言えよう。　
その、中古の文法における「サ変動詞スの未然形＋使役・尊敬の
助動詞サス」に相当す 中世 語法の「サス」な ではない と疑われる例が、 『源氏物語』写本の一つであ 国冬本に見られる
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のに含まれる） ・匂宮（内容は夕霧の後半部分） ・竹河（脱落あり）である。つ り、錯簡や脱落はあるもの 実質上は次の
12冊が伝津
守国冬筆『源氏物語』写本として存在することとなる。　　
 桐壺・帚木・賢木・朝顔・少女・玉鬘・若菜上・柏木・鈴虫・夕霧・紅梅・竹河
　
本稿は、鎌倉時代から用例が見られるとされる動詞「サス」につ
いての調査であることから、鎌倉時代末期に津守国冬によって書写されたとされるこの
12冊のみを考察対象とし、本稿では、以下、こ
の
12冊のみをさして国冬本と呼ぶ。
三．国冬本に見られる動詞「サス」　
国冬本には「サ変動詞＋助動詞サス」が
62例ある。
　
・サ変動詞ス＋助動詞サス…
46例（使役
19・尊敬
27）
　
・供養ズ＋助動詞サス…２例（尊敬２）
　
・御覧ズ＋助動詞サス…４例（使役４）
　
・奏ス＋助動詞サス…５例（使役２・尊敬３）
　
・調ズ＋＋助動詞 ス…１例（尊敬１）
　
・モノス＋助動詞サス…４例（尊敬 ）
　
その一方で、国冬本には、動詞「 」であろうと思われるもの
が３例あり、２例は使役の意、１例は尊敬の意で解釈できるようある。　
以下、使役、尊敬の順に考察していく。用 の掲載に際し、国冬
本の用例を
国１のように示し、国冬本の用例に対応する『大成』の用
例を
大１のように示して並記する。
である。本稿を為そうとする所以である。　
そこで本稿では、まず、国冬本に「サス」の用例があることを確
認し、それが使役や尊敬の意を担っているかを検討する。また、国冬本以外の『源氏物語』写本中の「サス」の用例の有無を調査し、用例がある場合はその意味用法を確認する。 なお、 本稿では、 以下古典語の助動詞 「サス」 と区別するために、 考察対象としている 「サス」を便宜的に として扱い
（4
（
、動詞「サス」と呼ぶこととする。
二．国冬本について　『源氏物語』写本の一つである国冬本は、 『天理図書館稀書目録和漢書之部第三
（（
（
』 において 「混合本
　
鎌倉時代末期至室町時代寄合書」
とされているものであり、鎌倉時代末期に津守国冬（文永七（一二七〇）年～元応二（一三二〇）年
（6
（
）が書写したとされる
12冊
と、室町時代末期の
14人による寄合書の
42冊の、計
（4冊から成るも
のである。この
（4冊が、通称、国冬本である
（7
（
。
　
（4冊から成る国冬本のうち、殊に伝津守国冬筆の
12冊は、書写年
代が鎌倉時代を遡ることはないとされる『源氏物語』の写本群 なかでも古いものの一つである点でその価値が評価されるも でる。また、国冬本は本文に特異な異同があり、青表紙本と 河内本とも異なり、別本系 中でも特異な位置にあるとされる点で注目されるものである（伊藤二〇〇 ｂ） 。その
12冊とは、桐壺・帚木（一
部は「少女」に混入） ・賢木・朝顔・少女（ 「帚木」の一部が含まれる） ・玉鬘（前半は「玉鬘」 前半 後半は「紅梅」の後半） ・若菜上・柏木 鈴虫・夕霧（脱落あり（後 は「匂宮」の題簽を持つも
― （ ―
　
なお、この３例のほかに、本来は「サス」なのだが、書写時に仮
名の混同が生じたため写本上での文字列は「サス」ではなくなったのではないかと推測されるものが１例あるので、本節．三．において参考例として挙げる。三．一．使役の「サス」　
まず、使役の「サス」ではないかと思われる用例
国１・
国２の２例に
ついて考察する。　
用例
国１の傍線部については、 『大成』の異同において、また、 『源
氏物語別本集成』 （以下、 『別本集成』 ）の異同においても、国冬本には「思きこえもさせし」とあるとされている。 【図１】からも、 「させ」とあることが明らかとな　
用例
国１に対応する箇所は用例
１大
のとおり、 「思し」である。また、
他の写本
（（
（
においても当該 には異同がない。 「思きこえもさせし」
とある は国冬本のみである。　　
国１ おとこきみな／利遣りときゝ給尓可うしのひ多流／事のあや尓く尓しる 可本川きの／さしいて給え者ん可女こそうちま
きれ／人の三ぬものな連は心や寿遣れと可う／心くるしきう多可ひ尓て八心や須きさ／ま尓てものし給そいとよきさても／あやしや王可よととも尓おそろしと／思き古えもさせしむくひなめりこのよ／尓可く思日可遣ぬ事いてきぬ連はのち／乃世のつ見八寿 し可ろむ とおほ春〈柏木、九オ⑤〉
　　　
 （ 「
男
を ［お」 とこ
君ぎみ
なりけり。 」と
聞き
きゝ
た
給ま
（ふ）に、 （源氏） 「かう
忍しの
びたるこ
事との、あやにくにしるき顔
かほ
つきのさし出
い
でた
給まへ
え
らは
んが、女こそ、うち紛
まぎ
れ、人の見
み
ぬものなれば、心安
やす
けれ
ど、かう心
苦ぐる
しき
疑うたが
ひにては、心
安やす
きさまにてものし
た
給ま
（ふ）ぞ、いとよき。さても 。 『わが
世よ
とともに
恐おそ
ろし。 』と
思（ひ）きこえもさせし報
むく
いひ
なめり。この世
よ
に、
かく、思ひかけぬこ
事と出
い
できぬれば、後
のち
の世の罪
つみ
は少
すこ
し軽
かろ
む
や。 」と
おぼ
す。 ）
　　
大１ おとこ君ときゝ給にかくしのひたることのあやにくにいちしるきかほつきにてさしいてたまへらんこそ るしかるへけれ女こそなにとなくまきれあまたの人の見る物ならねは すけれとおほすに又かく心くるしきう ひましりたるにて 心やすき方にものし給もい よしか さ もあやしやわか世とゝもにおそろしと思しことのむく なめり 世にて思かけぬことにむかはりぬれはのちのよのつみ すこ かろみなんやとおほす〈柏木、一二三四③〉
　　　
 （ 「
男
を ［お」 とこ
君ぎみ
。 」と
聞き
きゝ
た
給ま
（ふ）に、 （源氏） 「かく
忍しの
びたる
ことの、あやにくにいちしるき顔
かほ
つきにて、さしいでたまへ
らん そ苦
くる
しかるべけれ。女こそ、なにとなく紛
まぎ
れ、あまた
の人の見る
も
物の
ならねば
安やす
けれ。 」と
思おぼ
すに、 （源氏） 「
ま
又た
【図１　柏木、九オ③～⑤】
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かく心苦しき
疑うたが
ひまじりたるにては、心
安やす
き
か
方た
にものし
た
給ま
（ふ）もいとよしかし。さてもあやしや。 『わが世と
とゝ
もに恐
おそ
ろし。 』と思（ひ）しことの報
むく
いひ
なめり。この世にて、
かく思（ひ）かけぬことにむかはりぬれば、後
のち
の世
よ
の罪
つみ
も少
すこ
し軽
かろ
みなんや。 」と思
おぼ
す。 ）
　
用例
国１・
大１は女三宮の出産直後の場面であり、当該例は、この子
の誕生は藤壺宮との密通の報いかと源氏が思う、というところに現れる。用例
国１の「かう忍び…」と、用例
大１の「かく忍び…」はいず
れも源氏の心内文である。その心内文中にある『わが世とともに恐ろし』を含む箇所 、用例
大１では「私（源氏）が『恐ろし』いと思っ
た」という文意である。これに対し、用例
国１は「私（源氏）が、藤
壺に、 『恐ろし』と思わせた」というように、藤壺宮が「恐ろし」と思い、源氏が藤壺宮に「恐ろしい」 思わせる、といった文意であろうかと考える。　
用例
国１は次のように考えられる。
　
まず、用例
国１・
大１において、冷泉院の出生は源氏と藤壺宮との間
の秘事であるこ ら 秘密の露見を「恐ろし」と思う主体は源氏と藤壺宮の二人に限られる。　
用例
国１に見られる「サス」が尊敬の意であると仮定し、源氏が動
作主（ 「思ふ」主体）であるとし 場合、 「サス」の敬意は源氏に向くため、源氏の心内文中におけ 自敬表現 なる。藤壺宮が動作主であるとした場合も、 「キコユ」の敬意が に向き、心内文中での自敬表現となる。 つまり、 いずれの場合も 語法上不適当また、岩井（一九九三） ・小久保（二〇〇九） ・ 『時代別国語大辞典

室町時代篇』が尊敬の「サス」はタマフなど 尊敬語を伴う場合が
多いとしているのに対し、当該箇所は「サス」のみである。これらのことから、用例
国１の「サス」は尊敬の意ではないものと考えられ
る。　
そこで、 「サス」が使役の意であると仮定し、かつ、 「キコユ」の
敬意は源氏から藤壺宮に向くも であるとすると、 私（源氏）が、藤壺宮に、 『恐ろし』 と思わせた」 というとらえ方ができる。 すると「思ひきこえもさせし」は、概ね、 「思わせた」の謙譲表現 思わせ申しあげた」の意であると解釈できよう――「待たせる」 「知らせる」の謙譲表現が「お待たせする」 「お知らせする
（9
（
」 、すなわち、
「お待たせ申しあげる」 「お知 せ申しあげる」であるよ に、である。そして、用例
国１を逐語訳するならば「思い申しあげもさせた」
といった具合になろうかと考えられ、 「サス」は使役の意 動詞なのではないか、という考えに至 のである。　
次に用例
国２について考察する。 【図２】のとおり、国冬本には「ま
に〳〵させて」とあるが、当該箇所に「まに〳〵さ て るは国冬本のみ あり、他の写本
（（1
（
には『大成』と同様「まかてさせて」
とある。
【図２　少女、九ウ④～⑦】
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国２ や可て／み那とゝめさ勢給へとこの多ひは万
本マゝ尓〳〵／さ勢て
可んさきなとに者てせさすへき／よし越曽うせさせ給川のく尓八う
本マヽ
ちと幾／御のあひ多るにと曽うせさせ遣れ八さも／や
い多八らましととのおほし多る越きゝ給て／くち越しとおほ寿〈少女、九ウ⑥〉
　　　
 （やがて皆
みな
とど
ゞ
めさせた
給まへど、 このたびはまにま
〳〵にさせで、
かんざきなどに
泊は
てせさすべきよしを
奏そう
せさせ
た給
ま（ふ） 。
津つ
のくには、 うちとき御のあひたるにと奏
そう
せさせければ、 （源
氏） 「さもや、 いたはらまし。 」 、
殿との
思おぼ
したるを聞
き
きゝ
た
給ま
（ひ）
て、 （夕霧） 「口
くち
惜を
し。 」と思
おぼ
す。
　　
大２ やか みなとめ せ給て宮つかへすへき御けしきありけれとこのたひはまかてさせてあふみの か さ のはらへ津のかみはなにはといとみ まか ぬ大納言もこと らにまいらすへきよしそうせさせ給左衛門督その人ならぬをたてまつりてとかめありけれとそれもとゝ つのかみは内侍のすあきたるにとまうさせた はさもやいたはらましと大殿もおほいたるをかの人 きゝ給ひてい くちおしとおもふ
〈少女、六九八⑪〉
　　　
 （やがてみなとめさせ
た
給ま
（ひ）て、宮
仕づか
へすべき御
気け
色しき
あ
りけれど、このたびは
まかで
させ
て
、
近あふみ
江
のは
辛から
崎さき
の
祓はらへ
、
津の守
かみ
は難
なに
波は
といどみてまかでぬ。大納言もことさらに
参まゐ ［い］
らすべきよし
奏そう
せさせ
た
給ま
（ふ） 。左衛門督その人ならぬを
奉たてまつ
りてとがめありけれど、それもと
どゞ
めさせ
た
給ま
（ふ） 。
津つ
の守
かみ
は、 「典
内侍のすけ
侍空
あ
きたるに。 」と申
まう
させたれば、 「さもや、
いたはらまし。 」 と大殿も思
おぼ
いたるを、 かの人は聞
き
きゝ
た
給まひて、
（夕霧） 「いと口
くち
惜を ［お］
し。 」と思
おも
ふ。 ）
　
用例
国２・
大２の内容は五節の舞姫に関するものである。 用例
大２では、
参内した舞姫たちを宮中に留め置くようにとの帝の意向があったものの、舞姫 ちは親の指示によって宮中には留まらず退出して（まかでさせて）いる。これに照らすと、用例
国４の当該箇所は、 「 （帝の
意向はあるが、舞姫の親 は）それに従うことをさせないで」といった文意であろうかと考えられ
（（
（
、 「まにまに＋使役の動詞「サス」
＋打消の接続助詞デ」と分析できる ではないかと考えられる。　
ところで、 「まに
〳〵
」には傍書がある
が
（（1
（
、これついては次のよ
うな可能性があろうかと推測される。例えば、国冬本が親本としたテキストに「まに〳〵」とあり 書写者は を不審としながらもこのまま写し取ったという可能性である。また、あるい 、親本には「ま可天させて」とあるにも かわらず、書写者が「可」と崩し方の類似する「尓」と混同し、 「天」を「
〳〵
」と混同し不審とし
ながらも に〳〵」 書写 た、つまり「平假名相互の混同」 （中村一九五四）の起こった可能性で
（（1
（
。
　
このように、用例
国２は本文が他の写本とは大きく異なっており、
当該箇所自体にも不審な点があるものの、これを読解しよう すと、用例
国２の「サス」は使役の意の動詞として解釈できるのではな
いか 考えられるのである。三．二．尊敬のサス　
次に、尊敬の「サス」かと考えられる用例を考察する。
　
用例
国３について、 『大成』の異同では国冬本には「とふらひ者
を
0
させたまへ」とあるとされており、 『別本集成』では「とふらひも
― （ ―
のせ
0
させ給へ」であるとされている。用例
国３の実際は、 【図３―１】
のとおり、 「ものを（越） 」である。 【図３―１】の２行目の一番下の文字は、 【図３―２】のように当該の文字の右上に「、」があることからも「越（ヲ） 」であると判断 き、これによって、このヲに「サス」が続くことが確認 き 。用例
国３に対応する『大成』本
文は用例
大３のとおり「サ変動詞ス＋助動詞サス」であり、また、他
の写本の当該箇所も同様であって異同がない 「ものをさせ」とあるのは国冬本のみである
（（1
（
。
　　
国３ 心よ／里本可なるいのちなれと堂えぬるちき／利越うらめしくおほし奈遣く いと心／くるしう御心さしあ里てとふらひもの越／させ給へと曽うゑに尓もき古え給 〈柏木、 二〇オ③〉
　　　
 （ （柏木） 「…心よりほかなる
命いのち
なれど、
絶た
えぬる
契ちぎ
りを
恨うら
めしく、思
思
し歎
なげ
くがいと心苦
ぐる
しう、御心ざしありてとぶらひ
ものをさせた
給まへ。 」とぞ、上
うへ ［ゑ］
にも聞
きこ
えたま
給
（ふ） 。 ）
　　
大３ 心よりほかなるい ちなれはた ぬちきりうらめしうておほしなけかれむ 心くるしきこと御心さしありてとふらひ物せさせたまへとはゝうへにもきこえ給〈柏木、一二四三⑦〉
　　　
 （ （柏木） 「心よりほななる
命いのち
なれば、
絶た
えへ
ぬ契
ちぎ
り恨
うら
めしうて、
思おぼ
し歎
なげ
かれむが心苦
ぐる
しきこと、御心ざしありてとぶらひも
物の
せさせたまへ。 」と、母
はゝ
上うへ
にも聞
き
こえた
給ま（ふ） 。 ）
　
用例
国３・
大３は、母北の方に対する柏木の発話文であり、柏木が自
分の死後の女二宮のことを弟に託し、 母北の方にも頼む場面である。よって、まず、用例
大３の「 （ものせ＋）させ＋たまへ」は、母への
依頼であるという点から、尊敬の助動詞＋尊敬の補助動詞であると判断できる。 そして 用例
国３の内容は用例
大３と同様であることから、
用例
国３は尊敬の意の動詞 「サス」 ではないかと考えられるのである。
また、 尊敬の 「サス」 は尊敬の助動詞ラルや尊敬語タマフを伴う （岩井一九九三・小久保二〇〇九・ 『時代別国語大辞典室町時代篇』 ）とされており、用例
国３もこれと合致する。
三．三．補足―参考例　
次の用例
国４は、 「平假名相互間の混同」 （中村一九五四）によって
生じた誤字と推測される箇所に見られる、動詞「サス」かと考えら
【図３－１　柏木、二〇オ①～③】【図３－２　当該箇所拡大】
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れるものである。　『大成』の異同に拠れば、用例
国４の二重傍線部には「 （まちよろこ
び）
ま
0
せ」とあるとされており、 『別本集成』では「 （まち悦）
させ」
とあることになっている。　
用例
国３の実際は、 【図４】のとおり、 「まち悦ま
0
せ」である
（（1
（
。 【図４】
の「万」は「さ」にも見え、一般的にも「万（ま） 」と「さ（左） 」の崩し字形は類似するとされ ことから、ここでは、書写者が「万（ま） 」と「左（さ） 」を混同した可能性があると推測される。　
国冬本には「悦」が当該例のほかに７例あり、６例が名詞、動詞
連用形、複合動詞前項、つまり、 「よろこび」である。１例は動詞終止形「よろこぶ」である。このことから用例
国４「まち悦」は「ま
ちよろこび」である可能性が高い。そして、用例
国４の二重傍線部が
「ま（万）せ」ではなく） 「さ（左）せ」であると仮定した場合、用例
国４は「名詞マチヨロコビ＋動詞サス＋尊敬語タマフ」であると
考えられる。　　
国４ 院尓八い三しくまち／悦万勢給てくるし起御心ちおほしつ／
よ里て御多いめんあり〈若菜上、二八ウ⑥〉
　　　
 （院には、いみじく
待ま
ち
よ
悦ろこ
（び）
さま
せ
た
給ま
（ひ）
て、
苦くる
しき御心地
ち
思おぼ
し強
つよ
りて御対
たい
面めん
あり。 ）
　　
大４ 院にはいみしくまちよろこひきこえさせ給てくるしき御心ちをおほしつよりて御たいめんあり〈若菜上、一〇四五⑭〉
　　　
 （院には、いみじく
待ま
ちよろこび
きこえさせ
た
給ま
（ひ）て
、
苦くる
しき御心地
ち
を思
おぼ
し強
つよ
りて御対
たい
面めん
あり。 ）
　
用例
国４・
大４は、ともに、源氏の訪問を朱雀院が待つという場面で
ある。用例
大４では「きこえさせたまひ」とあって、源氏と朱雀院の
双方が高められている。これに対応する用例
国４は、 「尊敬の意の動
詞サス＋尊敬タマフ」であって、朱雀院のみを高める表現となっているものと解釈できるのではないかと考えられるのであ 。三．四．国冬本の動詞「サス」　
国冬本おけるサ変動詞の使役と受身の表現は、本節の冒頭に示し
たように、中古の文法 規範に則した「セサス（サ変動詞スの未然形＋助動詞サス） 」で行われる用例が多い。その一方で、本節で見てきたように、 「セサス」に相当す 表現を サス」という一単語で行っている 思われる用例もあ 。　
たしかに、用例
国１については、 「思ひきこえもさす」に類する表
現が管見の限りでは『源氏物語』写本にも他の文献にも見られず
（（1
（
、
よって、用例
国１は特異な表現の中に現れる用例であると言わざるを
得ない。また、用例
国２については本文に疑義がある。しかし、本節
でここまでに検討してきたように、用例
国１・
国２は、使役の意の動詞
「サス」であると解釈することができ
国３のように尊敬
【図４　若菜上、二八ウ⑤～⑦】
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動詞「サス」のであると解釈されるのである。四．他の写本に見られる動詞「サス」　
一語の動詞「サス」であると目される例は、国冬本以外の『源氏
物語』写本にも見られる。試みに、第三節の冒頭に記した、国冬本の「サ変動詞＋助動詞サス」
62例について、写本
（（1
（
の異同を確認する
と、これを動詞「サス」とするもののあることがわかる。そこで、さらに『大成』本文の「サ変動詞ス＋助動詞サス」例について、 『大成』 ・ 『別本集成』 ・ 『源氏物語別本集成続
（（1
（
』 （以下、 『集成続』 ） にも拠っ
て異同を確認すると、これを動詞「サス」とする写本の ことがわかる。以下、用例を挙げる。 『大成』 ・ 『別本集成』 ・ 『集成続』で異同のあることが判ったものについては可能な限り写本にあたって確認する
（（1
（
。写本の用例の表記は「はじめに」で述べた、国冬本のそれ
と同様とする。見せ消ちや傍書等も可能な限り原本 まま示 。本未確認のも についてはその旨を示す。　
なお、動詞「サス」と思われる用例が見られた写本の書写時代は
概ね次のとおりとされてい
（11
（
。
　　
鎌倉期…穂久邇本（元応二（一三二〇）年奥書）
　　
室
 町期…飯島本・国冬本（ 〔津守国冬筆以外のもの〕末期） ・高松宮家蔵本（長享二（一四八八）年） ・中京大学本（末期） ・麦生本（末期） ・言経本（室町～江戸初期）
　　
両
 期写本の混在…池田本（鎌倉末期写本と室町期写本） ・尾州家河内本（鎌倉期写 と室町前期補写本） ・保坂本（鎌倉期写本と室町中期補写本）
四．一．使役の「サス」　
次の例は、用例
大５・
大６のように『大成』が「サ変動詞ス＋使役の
助動詞サス」とするところを、写本が「サス」とするものである。　　
大５うるさしとてすいしんのをともせさせ給はす
〈橋姫、一五二〇⑬〉
　　　
 （ （薫） 「うるさし。 」とて、随
ずい
身じん
の
音お ［を］ と
もせさせた
給まはず。 ）
　　
〇すいしむ能をともさせ堂万は春〈言経本、一五オ⑦
（1
（
〉
　　
大６ かのたかさこうたひし君もかうふりせさせていとおもふさまなり〈澪標、四八六⑥〉
　　　
 （かの高
たか
砂さご
歌うた
ひし君も、冠
かうぶり
せさせて、いと思
おも
ふさまなり。 ）
　　
〇
 た可佐こう多ひしわか君も元服 て殿上なとさ て
〈尾州家河内本、四ウ③
（11
（
〉
　　
〇
 多可さ古うたひ／しわ可君も元服して殿上なとさせて思う佐万なり〈高松宮家蔵本、五オ⑧〉
　
用例
大５は、宇治に向かう薫は前駆の者に声を立てさせないという
ものである。用例
大６は致仕大臣が子息を元服させた場面であるが、
写本では、子息が元服し、その子息を致仕大臣は昇殿させたという記述となっている。このように、用例
大５・
大６の文意や内容が同じと
ころの、用例
大５・
大６の「サ変動詞ス＋使役の助動詞サス」に対応す
ると が「サス」 ことから 写本の「サス」は使役の意の動詞なのではないかと考えられる。他の用例を以下に挙げる。　　
大７ はかなうすきゆけは御わさのいそきなとせ せ給もおほけさりしことなれは〈葵、三〇六②〉
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 （はかなう過
す
ぎゆけば、 御わざの急
いそ
ぎなどせさせた
給ま
（ふ）
も、
思おぼ
しかけざりしことなれば、…）
　　
〇
 八者
可奈う可起遊けは御わさ乃いそきなとさせ給／毛お本し可
けさ里し古とな禮者〈言経本、二五オ⑧〉
　　
大８ あさりにも のひやかにけしやくことせさせ給
〈手習、一九九八⑤〉
　　　
 （阿
あ
闍ざ
梨り
にも、忍
しの
びやかに芥
け
子し
焼や
くことせさせた
給ま（ふ） 。 ）
　　
〇あさ里尓志乃ひや可尓希し屋く事をさせ給
〈高松宮家蔵本、一一オ④〉
　　
〇あさりにしのひやかにけしやくことをさせ給
　〈伝飛鳥井雅敦卿筆国冬本
（11
（
〉
　　
大９をたきにす経せさせ給ふ〈横笛、一二八〇⑭〉
　　
（愛
お ［を］ たぎ
宕に誦
ず
経せさせた
給まふ。 ）
　　
〇お多き尓すきやう 勢給〈飯島本、二二オ④〉
　　
大10なゝつよりかみのはみな殿上 させたまふ
〈若菜下、一一四四⑪〉
　　　
 （七
なゝ
つより上
かみ
のは、みな殿上せさせたまふ。 ）
　　
〇七よ／り毛可三乃八三奈殿上させ給〈中京大学
424左③
（11
（
〉
　　
大11われはと思てせんせさせたてまつりたるに
〈手習、二〇二一⑥〉
　　　
（我
われ
はと思（ひ）て先
せん
ぜさせたてまつりたるに、…）
　　
〇我／ハと思日てせ
先む越させたてま川里多る尓
〈池田本、四四オ④
（11
（
〉
　
次の用例
大12（および、すぐ後に挙げる用例
大13）の「かいま見せさ
す」は「名詞＋サ変動詞＋助動詞」であることから、写本に見られ
る「かいま見さす」は「名詞＋動詞サス」の用例なのではないかと考え 。ただし、写本の書写者は「上一段動詞かいま見る＋助動詞サス」ととらえている可能性のあることは否定できな 。　　
大12きのかみのいもうともこなたにあるか我にかいまみせさせよ
〈空蝉、八九⑧〉
　　　
 （ （源氏） 「
紀
き伊
の
守かみ
の
妹いもうと
もこなたにあるか。我にかいま
見み
せさせよ。 」 ）
　　
〇起の守のいもうともこ／な多尓あるか我尓可い万見させよ
〈保坂本、六ウ⑩
（11
（
〉
　　
〇
 きの可三のいもう登毛古那多尓阿る可我尓可いまみさせ／よ
〈言経本、五ウ⑦〉
　
写本未確認の用例として次のものがあることを付言しておく。
　　
大13あま君のとふらひにものせんつゐてにかいま見せさせよ
〈夕顔、一一二⑪〉
　　　
 （ （源氏） 「
尼あま
君のとぶらひにものせんつ
いゐ
でに、かいま見せ
させよ。 」 ）
　　
〇あま君のとふらひものせんついてにかいはみをさせよ
〈伝日比正廣筆国冬本
（11
（
〉
四．二．尊敬の「サス」　
次の例は、用例
大14のように『大成』が「サ変動詞ス＋尊敬 助動
詞サス」とするところを、写本が「サス」とするものである。　　
大14院には猶このたいにのみもの させ給なめりな
〈若菜上、一一一七⑫〉
　　　
 （ （柏木） 「院には、
な
猶ほ
この
対たい
にのみ
ものせさせ
た
給ま
（ふ）
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なめりな。 」 ）
　　
〇院尓八な越こ乃堂
紫上
い尓の三も能させ給なめり
〈高松宮家蔵本、一〇四ウ③〉
　
用例
大14は源氏が紫上のもとにいらっしゃるというものである。こ
の用例
大14の「サ変動詞ス＋尊敬の助動詞サス」に対応する、文意と
内容が同じ箇所に、 「サス」が現れている。よって、これは尊敬の意の動詞「サス」の例ではないかと考えられ　
他の用例を以下に挙げる。用例
大16に対応する言経本の「サス」は
見せ消ちの中に見られるものではあるが、用例の一つとして挙げておく。　　
大1（ 君達の御ためはか〳〵しくしたたかなる御うしろみは御うしろみはなにゝかせさせ給はん〈帚木、五九⑭〉
　　　
 （ （藤式部丞） 「君達の御ため、はか
ば〴
〵か
しくしたたかなる御
後うしろ
見み
は、なにに
ゝ
かせさせた
給まはん。 」 ）
　　
〇
 き／む多ち乃御ため尓八佐しも志たゝ可那る御うしろ三八なにゝ／可はとさせ給八ん〈高松宮家蔵本、三〇オ⑨〉
　　
大16 いよ〳〵御かくもむをせさせ給つゝさま のふみともを御らんするに〈薄雲、六二三⑧〉
　　　
 （いよ
い〳
〵よ
御
学がく
問もむ
を
せさせ
た
給ま
（ひ）つ
つゝ
、さま
ざ〴
〵ま
の
文ふみ
ど
もを御覧
らん
ずるに、…）
　　
〇
 いよ〳〵 可くもん／をさ
此くたりよ可書歟
せ給つゝさ万〳〵乃ふ三とも越
御
らん春る尓〈言経本、二一ウ⑦〉
　　
大17 このちかきみやこの四十寺 きぬ四百疋をわかちてせさせ給
〈若菜上、一〇八三①〉
　　　
 （ （秋好中宮は）この
近ちか
き
都みやこ
の四十寺に、
絹きぬ
四百疋を
分わ
かち
てせさせた
給ま（ふ） 。 ）
　　
〇
 こ乃ち可起三やこ能四十寺尓きぬ四百疋をわ可ちて／〇
せイ
させ
給〈高松宮家蔵本、六五オ⑨〉
　　
大1（ さき〳〵もきこえつけし心たかへすおほしとゝめて物せさせ給へなとまめやかなるさまにきこえさせ給へ
〈鈴虫、一三〇一⑥〉
　　　
 （ （源氏） 「…
先さき
々〴 〵
も
聞き
こえつけし心たがへず、
思おぼ
しと
どゞ
めて
も
物のせさせた
給
まへ。 」 ）
　　
〇
 佐き〳〵尓きこゑさ勢つ遣／志古ゝ路多可ゑ春於も本しとゝめて／も乃越さ勢給へ〈穂久邇文庫蔵本、四四ウ⑩〉
　
なお、写本未確認の、次の２例があることを付言しておく。
　　
大19ともかくもおほしすてす物せ せ給へ〈東屋、一八二一⑤〉
　　
 （ （浮舟の母） 「ともかくも、思
おぼ
し捨
す
てずものせさせたまへ。 」 ）
　　
〇ともかくもおほしすてすものをさせ給へ
〈伝八幡山空雅師筆国冬本
（11
（
〉
　　
大20 この御ことのゝちいみしく心いられをせさ 給へはいとあやしくなむ見たてまつる〈浮舟、一九一五②〉
　　　
 （ （右近） 「この御ことの
後ゝ ち
、いみじく
心いられを
せさせ
た給
ま
へば、いとあやしくなむ見たてまつる。 」 ）
　　
〇
 此御事のゝちはいみ 心いられさせ給へは とあやしくなん見奉る〈麦生本
（11
（
〉
四．三．写本の動詞「サス」　
このように、国冬本以外の『源氏物語』写本にも動詞「サス」で
はないかと思われる用例がある。動詞「サス」が鎌倉期の用例は少
― 13 ―
なく室町時代に用例が多数見られることが諸氏により指摘されているが、 【表１】 のとおり、 『源氏物語』写本におい も動詞「サス」は室町期の写本に用例が多い
（11
（
。
五． 『源氏物語』写本の動詞「サス」　
以上のように、 『源氏物語』の写本に、 「サ変
動詞ス＋助動詞サス」 相当の一語の動詞 「サス」と目される例のあることについて見てきた。　
国冬本の本文には明らかな誤写や意味不明の文字列があり、テキ
ストとしては不完全な一面がある（工藤二〇一二 ・ 二〇一三） 。そのため、書写者は文意を解さずに文字列を書写し いると う指摘もある （岡嶌一九九三 ・ 二〇一二） 。 また、 国冬本およびこれ以外の 『源氏物語』写本に見られる「サス」が、動詞「サス」ではなく「セス（サ変動詞ス＋助動詞サス） 」の「セ」を書写し落と たという可能性を排除することもできない。ただし、テキ トの不備であるにせよ、 青表紙系のテキストや、 中古の規範的文法に照らしたとき、本稿で見てきた「サス」がそれに逸脱していることは確かである。　
その一方で、 『源氏物語』以外の文献には、鎌倉時代から動詞「サ
ス」の用例が見られることが、先行研究によって明らかにされている。また、鎌倉時代の初期には使役の意の 「サス」が生じ 中期から後期に尊敬の意の動詞「 ス」が生じていたと推定されている。　
その、 「サス」と目される用例が、鎌倉時代末期書写とされる国
冬本に見られる。また、国冬本と同様、鎌倉時代末期の写本とされる穂久邇文庫蔵本にも僅かとはいえ例を見ることができ、さらに、室町期の書写本にも用例が見られる。国冬本は『源氏物語』の他の写本には見られない特異な異文
（1
（
を持つとは言われるが、 このように、
諸写本にも散 さ るので、 「サス」の出現が、国冬本にのみ見られる特異な点であるとも言うことはできまい。そして、諸写本中に現れる「サス」を解釈しようとする き、それらは使役や尊敬の意として機能していると見ることができ 。これらのことから、諸写本に見られる「サス」は、書写者の不注意によって「セサス（サ変動詞ス＋助動詞サス） 」の「セ」を き落としたのだと断定することもできないのではないかと考える。　
以上のことから、国冬本、および、 『源氏物語』の諸写本に見ら
れる「サス」は、確例であ と断言することはできないにせ 鎌倉期以降室町期に使用例が増加していく、その、中世の語法の影響を受けて出現した、使役や受身の意を担う一語の動詞「サス」 ある可能性があ のではないかと考えるのである。おわりに　
本稿で述べたことをまとめると次のようになる。
一
 ．鎌倉時代末期書写 される国冬本には、古典文法における「サ変動詞＋助動詞サス」に相当す 動詞「サス」であると目され例がある。その例は国冬本以外の『源氏物語』写本 も散見される
二
 ．その動詞「サス」と目されるものは、使役・尊敬の意で用い
尊敬 使役
１ 0 鎌倉期
６ 12 室町期
【表１　サスの出現期と用法の別】
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れていると解釈することができる。
三
 ．国冬本や写本に見られる「サス」は中世の語法の影響を受けて出現している可能性があると推測される。
　
本稿がその存在を報告した、 『源氏物語』写本に見られる「サス」
が、中世の語彙語法の現れであると断言することは本稿の考察のみではできないこと、また、他の語彙語法等々の考察結果を俟たねばならないことは言うまでもない。今後の課題である。注（１）
 「はじめに」で挙げる「セサス」 「サス」の用例は、国文学研究資料館電子資料館「日本古典文学大系本文データベース」（
http://base1.nijl.ac.jp/~
nkbthdb/ ）に拠る。
（２）
 周易抄（土井本）は『古語大辞典（小学館） 』の引用例、史記抄は『時代別国語大辞典室町時代篇』の引用例である。宇津保物語・宇治拾遺物 ・御伽草子の用例については「日本古典文学大系本文データベース」 （注１参照）に拠っ 岩波書店日本古典文学大系本で用例の所在を確認した。ただし、尊敬の 「サス」 例として挙げられている宇津保物語の用例 （これは『古語大辞典（角川書店） 』がそ 用例として挙げているものである）には異同があり、岩波書店日本古典文学大系本（底本は延宝五（一六七七）年の木版本）では「 （まうけ物を）サス」ではなく、次のように、 「 （設 セサス」である。
　　　　
〇多くの設物せさせ給へば〈宇津保物語〉
（３）
 小久保（二〇〇九）は「セ＋サスル」ではなく「セ＋サス」
の下接とすべきだとする。
（４）
 なお、 現代語における、 使役の意味の （ 「子供に我慢をさせる」のような） 「サセル」は、サ変動詞サ＋助動詞セルとして扱われる場合がある（田中一九七一、浅川・竹部二〇一四、池田二〇一六）一方で、セ＋サスの融合によって成ったものを「サ」と「セル」とに分けることへ 疑問から、 「サセル」を一語とし、下一段活用の他動詞 して扱う場合もある（吉田一九七一） 。
（５）
 天理図書館編（一九六〇） 。
（６）
 上田ほか（二〇一一）に拠 。
（７）
 国冬本の書誌については岡嶌（ 九九三）に詳しい。
（８）
 冊子として刊行され閲覧し得る次のものを調査す 。
　　　
飯島
 本（書芸文化院春敬記念書道文庫蔵『飯島本源氏物語』笠間書院）
　　　
池田
 本（天理図書館蔵
　
新天理図書館善本叢書『源氏物語池
田本』八木書店）
　　　
大島本（古代学協会蔵『大島本源氏物語』角川書店）
　　
鎌倉
 期諸本集（ 『日本大学蔵
　
源氏物語
　
鎌倉期諸本集一』 ・
『日本大学蔵
　
源氏物語
　
鎌倉期諸本集二』八木書店）
　　　
御物
 本（東山御文庫 各筆源氏『御物
　
各筆源氏』貴重本
刊行会）
　　　
榊原
 家本（国文学研究資料館蔵『源氏物語
　
榊原本』勉誠出
版）
　　　
三条
 西家本 〔宮内庁〕 （宮内庁書陵部蔵
　
原色版青表紙本 『源
氏物語』新典社）
― 1（ ―
　　　
三条
 西家本〔日本大学本〕 （日本大学蔵『日本大学蔵
　
源氏
物語』八木書店）
　　　
高松宮家蔵本（ 『高松宮御蔵河内本源氏物語』臨川書店）
　　
天理図書館善本叢書（ 『源氏物語諸本集二』八木書店）
　　
中山
 家旧蔵本（国立歴史民俗博物館蔵『貴重典籍叢書
　
文学
篇十七 ・ 十八』臨川書店）
　　　
尾州
 家河内本（蓬左文庫所蔵・尾州家旧蔵『尾州家河内本源氏物語』八木書店）
　　　
伏見天皇本（古典文庫）
　　
保坂本（東京国立博物館蔵『保坂本源氏物語』おうふう）
　　
穂久
 邇文庫蔵本（日本古典文学影印叢刊『源氏物語』貴重本刊行会）
　　　
伝明
 融等筆本（東海大学附属図書館蔵
　
東海大学蔵桃園文庫
影印叢書『源氏物語』東海大学出版会）
　　　
陽明文庫本（陽明叢書『源氏物語』思文閣出版）
（９）
 菊地（一九九四） 。
（
10）
 注８参照。
（
11）
 『古語大辞典（小学館） 』及び『時代別国語大辞典室町時代篇』に拠れば、 「まにまに」は連体修飾句を伴って副詞的に用いるのが一般的とされるが、その が省略され、 「それに従って」の意味で副詞的 用いられることがあるとされる。
（
12）
 ただし傍書が書写者自身の手に拠るものかは不 である。
（
13）
 国冬本の少女 仮名の混同が見ら ことは工藤 （二〇一二）も指摘している。
（
14）
 注８参照。なお、国冬本のほかに「ものせ
0
」を「ものを
0
」と
するものに穂久邇文庫蔵本があるが、穂久邇文庫蔵本の当該箇所は次のように「名詞モノ＋助詞ヲ＋サ変動詞ス＋助動詞サス」である。
　　　
〇御心よせ／ りてとふらひものを勢させ給へ
〈穂久邇文庫蔵本、二二ウ⑩〉
（
1（）
 【図５】の１行目下に「させ給て」 、２行目上に「まいり」とある。用例
国４の「悦」の下の文字は【図５】の２行目の行頭
の「万」と同形である。
（
16）
 「日本古典文学大系本文データベース」 （注１参照）及びJapanK
now
ledge （
https://japanknow
ledge.com
/library/ ）
「新編
 日本古典文学全集」の横断検索に拠る。
（
17）
 注８参照。
（
1（）
 『集成続』は第一巻～第七巻（ 「桐壺」～「梅枝」 ）までが既刊である。よって、 「藤裏葉」以後の写本の網羅的調査を行った場合、動詞「サス」の用例が見出される可能性がある。
（
19）
 注８のほか 中京大学本と言経本を確認し得た。
（
20）
 注８の写本の解題、岡嶌（二〇一〇） 、 「 『源氏物語』原本デー
【図５　若菜上、三オ⑤⑥】
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タベース」海外源氏情報」 （
http://genjiito.org/ ）に拠る。
（
21）
 山科言経筆本（尊経閣文庫蔵３４３‐６、国文学研究資料館紙焼写真請求記号Ｅ１０５８２） 。
（
22）
 尾州家河内本の「澪標」は室町期の後補巻とされる（岡嶌二〇〇七） 。
（
23）
 写本未確認である。 『別本集成』に拠り本文を復元した。
（
24）
 五巻五冊本（中京大学蔵・貴
10、国文学研究資料館マイクロ
請求記号２９９‐９‐２） 。マイクロフィルムに付された番号と見開きの左右の別、行数を示した。
（
2（）
 池田本「浮舟」は室町期書写とされる（岡嶌二〇〇一） 。
（
26）
 保坂本の「空蟬」は室町期補写本 。注８の保坂本の改題に拠る。
（
27）
 『集成続』に拠り本文を復元した。
（
2（）
 『別本 』からの復元。なお、 『大成』の異同に拠れば、当該箇所は池田本と伝八幡山 雅師筆国冬 に「ものをさせ」とあることになっているが、池田本に 実際には「毛のせ
0
さ
せ給へと」 〈三七ウ④〉とあること、そ 「せ
0
（させ） 」の字
形は「を」に似るが 東屋三四丁表
10行目「恋しきせ
0
ゝ
乃」の「せ」と同形であることを、ここで付言しておく。
（
29）
 『集成続』に拠り本文を復元した。
（
30）
 「サス」の用例が見られた写本は概ね別本系に属する。高松宮家蔵本からの引用例のうち「手習」は別本系とされ、その他は、尾州家河内本と同様、河内本系とされる。穂久邇文庫蔵本は青表紙本系とされるが「鈴虫 は別本系とされ 。
（
31）
 伊藤（二〇〇一ａ） 、同（二〇〇一ｂ） 、越野（二〇一六） 。
参考文献浅尾
 広良（二〇一五） 「国冬本少女巻朱雀院行幸の独自異文」 『大阪大谷国文』四五
浅川
 哲也・竹部歩美（二〇一四） 『歴史的変化から理解する現代日本語文法』おうふう
池田
 亀鑑編（一九五三～一九 六） 『源氏物語大成』第一～八巻（中央公論社）
池田
 幸恵（二〇一六） 「第２章
　
受身・可能・自発・尊敬の助動詞」
『品詞別学校文法講座第六巻
　
助動詞』明治書院
伊藤
 鉄也 （二〇〇一ａ） 「源氏物語別本群の長文異同―国冬本 「鈴虫」の場合」 『国文 研究資料館紀要』二七（伊藤二〇〇二所収）
――
 ――（二〇〇一ｂ） 『源氏物語』の異本を読む
　「鈴虫」の場合』
臨川書店
――――（二〇〇二） 『源氏物語本文の研究』おうふう岩井良雄（一九七一） 『日本語法史
　
鎌倉時代編』笠間書院
――――（一九七三） 『日本語法史
　
室町時代編』笠間書院
岩下光雄（一九七 ） 『源氏物語とその周辺』伊那毎日新聞社上田
 正昭・西澤潤一・平山郁夫・三浦朱門監修（二〇〇一） 『日本人名大辞典』講談社
岡嶌
 偉久子（一九九三） 「源氏物語国冬本―その書誌的総 ―」 『ビブリア』一〇〇（岡嶌二〇一〇所収）
――
 ――（二〇〇 ） 「源氏物語伝二条為明筆本―その書誌的総論―」 （片桐洋一編『王朝文学の本質と変容
　
散文編』和泉書院、
岡嶌二〇一〇所収）
――
 ――（二〇 七） 「尾州家河内本源氏物語の書誌学的考察 主
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として形態的側面から―」 『ビブリア』一二八（岡嶌二〇一〇所収）
――――（二〇一〇） 『源氏物語写本の書誌学的研究』おうふう菊地康人（一九九四） 『敬語』角川書店源氏
 物語別本集成刊行会編（一九八八～二〇〇二） 『源氏物語別本集成』第一～一五巻（桜楓社）
――
 ――（二〇〇五 二〇一〇） 『源氏物語別本集成続』第一～七巻（おうふう）
工藤
 重矩（二〇一二） 「国冬本源氏物語乙女巻に見られる本文の疵―紫上の呼称と六条院の描写をめぐって―」 『国 国文』八―一二
――
 ――（ 〇一三） 「国冬本源氏物語藤裏葉巻の本文の疵と物語世界 別本の物語世界を論ずる前提として―」 『中古文学』九二
小久
 保崇明（二〇〇三） 「語彙語法からみた『宇津保物語』本 の性格」 『桜文論叢』五七（小久保二〇一一所収）
――
 ――（二〇〇九） 「使役動詞「さす」小考―『宇津保物語』の本文の正確―」 『桜文論叢』七三（小久保二〇一一所収）
――――（二〇一一） 『宇津保物語の語彙・語法など』笠間書院越野優子（二〇一六） 『国冬本源氏 論』武蔵野書院此島正年（一九七三） 『国語助動詞の研究
　
体系と歴史』桜楓社
竹部
 歩美（二〇一五） 「国宝『源氏物語絵巻』詞書の仮名表記について―読解上の問題点と変体仮名の運用―」 『言語の研究』一
――
 ――（二〇一六） 「国宝『源氏物語絵巻』詞書の語法小考―『源氏物語』との比較から―」 『国語研究』七
――
 ――（二〇一八） 「国冬本『源氏物語』の「柏木」と「鈴虫」の変体仮名の運用」 『国際関係学・比較文化研究』一六―二
田中章夫「させる」 （一九七一） （ 『日本文法大辞典』明治書院）中村
 義雄（一九五四） 「源氏物語絵巻の詞書について」 『美術研究』一七四
――――（一九八二） 『絵巻詞書の研究』角川書店湯沢幸吉郎（一九五五） 『室町時代言語の研究』風間書房吉田金彦（一九七 ） 『現代語助動詞の史的研究』明治書院付記　
 資料の閲覧と、図版と翻刻の掲載とを御許可くださった天理大学附属天理図書館に記して感謝申しあげる。また、資料の翻刻の掲載を御許可くださった中京大学名古屋図書館、公益財団法人前田育徳会に記して感謝申しあげる。なお本稿は平成二八年度科学研究費補助金学術研究助成基金助成金（基盤研究Ｃ）による研究課題「 『源氏物語』写本との比較から見た国宝『源氏物語絵巻』詞書の日本語学的研究」 （課題番号
16K
02731 ）の研究成果の一部で
ある。
（たけべ・あゆみ
　
静岡県立大学）
